
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 我が国の平成 26年度の統計調査の結果、15歳未満の子

供の数よりも、飼育されているペットの数のほうが多い

ということが明らかになり、世間を騒がせました。晩婚

化や高齢化などの社会情勢の変化に伴い、ひとり立ちし

た子供のかわりにペットを飼う家庭や、子供をつくる負

担よりも家族としてペットを迎えようという家庭がふえ

ているのではないかとの見解もあります。 

多くの自治体でドッグランの整備やルールづくりが進

んでいます。高速道路のサービス向上事業として、ドッ

グランの整備が進められ、同様に多くの市町村でも、市

民要望の高まりを受け、公園の一部をドッグランにする

などの取り組みが進められています。 

 

大和市議会議員  あかみね太一 （３６） 
【プロフィール】昭和 55年 11月 27日生まれ。   【討議資料】 

平成２７年、政党や組織の支援を一切受けずに大和市議会議員選挙に

挑戦し二期目の当選を果たす。議員活動を行いながら通信制の大学で

福祉を学び、さらに福祉関連資格の取得にも挑戦している。 

妻とダウン症の９歳の娘、５歳の長男と３歳の次男の５人家族。桜ヶ

丘在住。防災士としても活動を展開中。 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0014 大和市上和田 985-4サンヴェール桜ヶ丘 201 

 

 

■子どもよりペットの数が多い？ 

 

■ペットに関するルールや環境整備を 

 

 

 

 大和市では、平成22年に市民との協働事業として、ふれあい 

の森の一部にドッグランがスタートしました。市民団体を市の 

協議や調整により、使用環境は随時改善されていますが、多く 

の課題や改善点もあるのではないかと考えております。例えば 

日差しや雨を避けることができる屋根のある空間や施設、水が 

利用しやすい環境、利用時間や管理方法、そしてドッグラン自 

体の適正数などです。                   （写真：ふれあいの森ドッグラン広場の一部） 

市内人口は微増傾向にありますが、高齢化も進んでおり、市内の畜犬数も１万頭を超えています。国内の状況を

見ると、今後も市内で畜犬数が増加する可能性があります。こうした状況を考えると、ペットを伸び伸びと活動さ

せることができる環境やペットに関するルールの整備にも力を入れ、多くの市民がペットとともに施設を利用でき

るよう様々な取り組みを検討していくことも必要な時期なのではないかと考えることから、行政に対して質問を行

いました。                                   （裏面に続きます） 



 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。ぜひご気軽にご参加下さい。 
●福祉・まちづくりイノベーション 
５月１４日(日)１４：００～１６：００ 
詳しくは上記をご覧ください 
●第８８回みねスクエア 
６月１１日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第８９回みねスクエア  
７月２３日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  １０３和室 
公務や学校等により日程が変更になる場合があ
ります。恐れ入りますが参加される際はホームペ
ージなどでご確認下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あかみね太一は３６歳になりました 

 時の流れは早いもので、気がつくと３６歳になりました。思い起

こせば、３０歳で市議会議員に立候補、娘の心臓手術、長男と

次男の誕生など、多くの出来事がありました。この６年間を支え

ていただいた多くの皆様に改めて感謝を申し上げます。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 
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これらの課題や検討すべき事項を踏まえて以下の通り４点質問を行いました。 

■本市の飼い犬の数は何頭か。■新たなドッグランの整備を検討するべきと考えるがどうか。 

■飼い犬何頭当たりにドッグランはどの程度必要なのか、市が考える適正数は。 

■現在整備されているドッグラン環境の改善と支援強化を図るべきと考えるがどうか。 

私の質問に環境農政部長は「本市が設置しているふれあいの森ドッグランは、愛犬家のマナー向上と犬の健康管理や

しつけなどを目的とした施設であり、ボランティア団体と市との協働事業として管理運営している。本市に登録されてい

る飼い犬数は、平成28年12月末時点で１万2060頭となっており、犬の登録数を指標としたドッグランの必要規模や適正

数について明確な基準はないが、現在、混雑もなく、スムーズな施設運用がなされている状況である。管理運営に当たっ

ては、ボランティア団体と随時協議し、園路修繕用の砂利や草刈り機の部品の提供などを行うとともに、会員登録説明会

の開催や会場提供などの支援を行っており、今後も適切に対応していく。新たなドッグランの整備に当たっては、広い用

地の確保や管理運営体制の構築などが課題と捉えている。加えて、園内では、公設の事例が少ないことや、本市では現在

の公園整備計画を優先的に進めていく必要があることから、現段階で整備の予定はないが、今後、他市の動向や民間施設

の状況などについても注視していきたい」と答弁をいただきました。 

 そして、今後も市民団体や利用者と緻密な意見交換を行っていただき、ペットを飼育されている多くの市民の意

見に耳を傾け、ドッグランの水飲み場の整備や日よけなどの施設整備、運営支援を行うなど、多くの市民が利用し

やすくするための現状の改善とペットに関するルールの制定も検討を要望させていただきました。 

■質問と行政の回答は 

 

 

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私達が無料で出張

防災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からの様々なご意見をお待ちしております。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 
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